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【
編
集
後
記
】　
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者

名
簿
は
官
の
記
録
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い

こ
と
が
明
る
み
に
出
ま
し
た
。
こ
の
政
権
下

で
行
わ
れ
た
公
文
書
の
改
ざ
ん
や
隠
蔽
の

数
々
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
政
権
が
公
文
書
の

意
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
事
実
は
拭

い
様
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
Ｉ
Ｒ
法
案
を

巡
る
贈
収
賄
事
件
は
、
こ
の
法
案
の
成
立
を

強
引
に
推
し
進
め
た
与
党
議
員
の
多
く
が
汚

い
金
を
懐
に
入
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
麻
生
副
総
理
に

よ
る
「
日
本
は
単
一
民
族
」
発
言
も
、
お
よ

そ
資
質
に
欠
け
る
人
間
が
政
府
の
中
枢
に
居

座
っ
て
い
る
現
実
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
、

こ
れ
ほ
ど
明
ら
か
な
民
主
政
治
の
危
機
的
状

況
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
閣
支
持
率
が
高
止
ま

り
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

次
号
は
藤
原
帰
一
氏「
潮
流
２
０
２
０　
動

乱
の
世
界
」、
柿
崎
明
二
氏「
独
裁
と
ね
じ

れ
」、
高
橋
洋
一
氏「
２
０
２
０
年
の
日
本
経

済
を
読
む
」、
鵜
飼
秀
徳
氏「
寺
院
を
活
か
せ

ば
地
方
は
蘇
る
」
を
掲
載
予
定
で
す
。
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経
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バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内 

�

田
原
総
一
朗「
時
代
を
読

む
」　

小
泉
悠「
２
０
２
４
年
の
ロ
シ

ア
を
見
通
す
」　

加
藤
出「
金
融
緩
和

競
争
再
燃
の
行
方
＆
海
外
最
新
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
動
向
」　

飯
尾
潤「『
有

権
者
は
神
様
で
す
』
で
民
主
政
は
機

能
す
る
か
」

�

柯
隆「
高
ま
る
東
ア
ジ
ア

の
地
政
学
リ
ス
ク
」　

辺
真
一「
日
韓

対
立
の
原
因
と
今
後
」　

望
月
衣
塑

子「
民
主
主
義
と
は
何
か
―
―
安
倍

政
権
と
メ
デ
ィ
ア
」　

福
田
耕
治「
英

国
Ｅ
Ｕ
離
脱
延
期
問
題
と
Ｅ
Ｕ
統
合

の
行
方
」

�

曽
我
豪「
２
０
１
９
参
院

選
の
面
白
さ
を
新
聞
は
伝
え
切
れ
た

か
」　

長
尾
年
恭「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
と
対
応
策
の
課
題
」　

大
庭
三

枝「
米
中
対
立
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
―
―

「
漁
夫
の
利
」
か
「
統
合
の
溶
解
」
か
」
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